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▲はす池の紅葉も
　ライトアップされました

　紅葉の時期に合わせた毎年恒例の

松島紅葉ライトアップが、１０月３０

日から１１月２８日まで開催され、円

通院をはじめ瑞巌寺洞窟群、比翼

塚・三聖堂、天麟院、観瀾亭が幻想

的な雰囲気に包まれました。

　円通院では色鮮やかにライトアッ

プされた紅葉や木々が池の水面に映

し出され、連日開門前から列が出来

るほどで、今年は東北芸術工科大学

の協力で、音にシンクロして明滅す

るライトアップも行われました。

　また、瑞巌寺の参道では竹の燭台

にロウソクを灯す瑞巌寺灯道「秋」

も同時開催され、演出された神秘的

な世界は訪れた大勢の観光客を魅了

していました。

幻想的な紅葉
ライトアップ

▲大勢の観光客で賑わいました

▲おもてなし集団伊達武将隊も登場しました

▲大橋町長から花束を渡される内海さん

▲世界を相手に活躍する内海さん

▲笑顔で意気込みを
話す内海さん

　中国で１２月１２日から８日間の日

程で行われる広州アジアパラ競技大

会に、松島町出身の内海萌さん（磯

崎）が車椅子バスケットボール女子

日本代表選手として選ばれ、１１月１８

日に大橋町長を表敬訪問しました。

　内海さんは、全国から選ばれた１０

人の中でセンターとして活躍し、世

界から見ても大型選手です。現在は

女子チームだけでなく、男子チーム

にも所属しながら週４日で練習して

いる内海さんは「車椅子バスケット

ボール女子は優勝が義務みたいなも

の。アジアで結果を残し、ロンドン

パラリンピックに出場できるように

頑張ります」と意気込みを聞かせて

くれました。

広州２０１０アジア
パラ競技大会出場
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▲第一小学校体育館の
外観イメージ

　第一小学校の児童をはじめ多くの

の方々が利用していた町民体育館が

築４６年を経過し老朽化が進んでい

ることから、新たに第一小学校体育

館として建設工事を実施します。

　１０月２８日に行われた安全祈願祭

では、町や工事関係者等が参列し工

事の安全を祈願しました。式では、

大橋町長が「次世代を担う子どもた

ちが健やかに育っていくよう環境を

整備するのが町の責務。ようやく果

たすことができ、嬉しく思います。」

と挨拶しました。

　完成は平成２３年６月末の予定で

す。

松島第一小学校の
建設工事に着手

▲本郷区集会施設の建設予定地

▲チェーンソーアートも
披露されました

▲第一小学校体育館の安全祈願祭で

 鍬 入れをする大橋町長
くわ

▲大盛況だった恒例の餅まき

▲旬の地場産品が勢揃い

▲会場を盛り上げる地元出身の
お笑いコンビ「ニードル」

　農林水産業と商工観光業が一堂に

会する恒例のまつしま産業まつりが

１０月３１日に開催されました。

　今年はあいにくの雨模様で、中央

公民館の駐車場に会場を変更して開

催されましたが、約５,０００人もが訪

れました。約５０店が出店したテン

トでは野菜や魚介類など旬真っ盛り

の自慢の地場産品を安い値段で販売

しました。また、地元出身のお笑い

コンビのニードルが各テントの地場

産品を紹介しました。

　ペットボトルのフタを１０個以上

持参した人に梨をプレゼントする企

画や、豪華景品が当たる環境保全米

の品種当てクイズなども行われ、会

場は大盛況でした。

秋の松島　旬の味覚を堪能

　町では、自然に恵まれた住み心地

の良い住環境の提供し、地区住民の

交流と防災の拠点とするため、本郷

地区集会施設を建設します。

　木造平屋建てで延べ面積が約２３０

�の集会施設は平成２３年３月末が

完成予定です。

　地区の集会や分館活動、各種団体

の自主・防災活動及び避難施設など、

幅広く活用が見込まれ、地域コミュ

ニティの活性化が期待されます。

本郷区に集会施設を建設

▲工事の安全を祈願する参列者



「住み慣れた街で安心して暮らしたい」誰もがそう願うように、�
認知症の方も、そのご家族もまた、同じ思いで過ごされています。�

そんな暮らしを実現するためには、私達地域住民ひとりひとりの理解やちょっとした�
手助けが必要です。医療や福祉の専門家でなくとも、�

私たちにできることはたくさんあります。�

　認知症とは、様々な原因で脳細胞が壊れ物事をお

ぼえていられなくなる症状のことをいいます。�

　脳細胞が壊れる原因は、アルツハイマー病、脳梗塞・

脳出血、レビー小体病の順で多く、これらの病気が

原因となるケースが９割にのぼります。�

レビー小体病�
約1割�
�

脳梗塞・脳出血�
約3割�
�

その他�
約1割�
�

アルツ�
ハイマー病�
約5割�

認知症は�
脳の病気が�
原因！�

　これらの、「認知症の原

因」となる病気の中には、

治療が可能なものや、予防

すること、早期発見により

進行を遅らせることができ

るものもあります。�

　�

　どんな病気も早期発見、

早期治療が大切なのは共通

です。�

　おかしいなと思ったら早

めにかかりつけのお医者さ

んや専門機関に相談しまし

ょう。�

最近気になりませんか？�
このようなこと。�

初期の段階では「あれ？最近
の自分はちょっと変だな」と
いう自覚があります。年だか
らと放っておかず正しい診断
を受けましょう。�

記憶があやふや�
・何度も同じことを言う�
　何度も同じことを聞く�
・約束を忘れる�
・物の名前が出てこなくなった�
・最近の出来事を思い出せない�

今まで�
できていたことが…�
・今までやっていた仕
事や作業が上手くこ
なせない�
・簡単な計算を間違う�

どうもやる気が・・・�
・今まで好きだったことをやらなくな
　った。興味・関心がない�
・家事をしなくなった�
・身だしなみに気をかけなくなった�

性格が変わった？！�
・ささいなことですぐ怒る�
・疑い深くなった�
・出かけるのが好きだった�
　のに、最近おっくうがっ�
　て外出しない�

物忘れ？�
・朝食べたおかずではな
く、朝食べたかどうか
が思い出せない�
・約束の時間ではなく、約
束自体をおぼえていない�

時間・�
場所が？？？�
・日付けが不確�
　かになった�
・慣れた道で道�
　に迷う�
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認知症になっても喜びや悲しみ、小さいものを慈しむ心、自尊心などの感情は保たれて

います。かけがえのない人間として、その人の尊厳を大切にしましょう。�

【認知症の方の介護】�
　認知症の人を介護する家族の精神的・肉体的負担は非常に大きいものです。認知症による問題行動

を恥ずかしく思ったり、他人に迷惑をかけたくないという思いから家族だけで問題を抱え込み、頑張

りすぎているケースもよくあります。また、たとえ介護保険サービスを利用していても、一緒に暮ら

しているかぎり気持ちの休まる時間は少ないでしょう。認知症の本人だけでなく、家族にも周囲の支

え（応援）が必要です。�

　厚生労働省では認知症について正しい知識を持ち、地

域であたたかく見守る『認知症サポーター』を全国で

100万人にするという目標を掲げ、活動を展開しています。

松島町でもこれまでに200人近い方が講座を受講し認知

症サポーターとなりました。�

　85歳以上の4人に1人は認知症を発症しているといわれ

るほど身近な症状“認知症”。　�

　人ごとではなく自分のこととして積極的に理解し、患

者および家族の応援団（サポーター）となってくれる地

域の皆さんが今後ますます増えるよう、松島町でも『認

知症サポーター講座』を随時開催しています。お近くで

講座が開催された際にはぜひご参加ください。�

【あなたも認知症サポーター】�

スキンシップで安心感を。�
言葉はよく理解できなくとも�
気持ちは伝わります。�

一番不安を感じている�
のは本人自身です。�
笑顔でよく話を聞いて�
あげましょう。�

�

役割は尊重し、できない�
ところだけお手伝いします�

怒らない。否定しない。�
叱責は本人を混乱させ�
不安にさせます。�

�

ゆっくり、やさしく�
声をかけましょう。�

介護のご相談は　松島町地域包括支援センターにどうぞ�
　保健師、社会福祉士、看護師が高齢者の健康問題、在宅�
介護、人権擁護などのご相談に応じています。�
受付時間：平日午前8時30分～午後5時15分 �354－6525
〒981-0203　松島町根廻字上山王６－27�
（保健福祉センターどんぐり内）�

▲10月29日に行われた認知症サポーター養成講座の様子�
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　町内のイベントに

登場するキャラク

ター「どんぐり松

ちゃん」。

　童謡どんぐりころころの作詞者青木

存義が松島町の出身ということにちな

んで誕生しました。

　このキャラクターを活かして松島を

全国に PRするため、イメージソングを

観光親善大使の速水けんたろうさんが

作ることになりました。
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十
一
月
五
日
、
松
島
町
観
光
親

善
大
使
の
速
水
け
ん
た
ろ
う
さ
ん

が
、
テ
レ
ビ
取
材
を
通
し
て
松
島

町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
双
観
山
に
移
動
し
、
松

島
湾
の
景
色
を
背
景
に
、
松
島
の

冬
の
名
物
か
き
を
使
っ
た
料
理
や
、

新
鮮
な
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
御
膳
な
ど
、
冬
の
松
島
の

絶
品
を
視
聴
者
に
伝
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
青
木
存
義
先
生
の

生
家
が
あ
っ
た
場
所
で
も
あ
る
第

五
小
学
校
に
場
所
を
移
動
し
、
第

五
小
学
校
に
歌
い
継
が
れ
て
い
る

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
の
幻
の
三
番

を
歌
い
ま
し
た
。
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速
水
け
ん
た
ろ
う
さ
ん
が
松
島
を
Ｐ
Ｒ

　

最
後
に
松
島
の
秋
の
夜
長
を
堪

能
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
円

通
院
を
選
び
ま
し
た
。
十
月
三
十

日
か
ら
始
ま
っ
た
紅
葉
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
見
学
し
な
が
ら
「
幻
想

的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
、
日
常

と
は
別
世
界
を
味
わ
え
る
期
間
限

定
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
」
と
紹
介
し

て
い
ま
し
た
。

▲第五小学校でどんぐりころころの幻の3番を
歌う速水けんたろうさん

　

ス
コ
ッ
プ
で
殻
付
き
の
か
き
を

運
ん
で
く
る
豪
快
さ
が
人
気
の
か

き
小
屋
は
十
月
二
十
八
日
、
二
〇

〇
四
年
秋
の
開
業
以
来
の
累
計
で

来
客
十
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

　

十
万
人
目
の
来
客
者
は
、
親
子

三
人
で
訪
れ
た
群
馬
県
甘
楽
郡
の

横
山
美
幸
さ
ん
。「
十
月
二
十
八

日
は
群
馬
県
民
の
日
で
息
子
が
休

み
な
の
で
、
四
年
連
続
で
来
て
い

ま
す
。
十
万
人
目
に
な
る
な
ん
て

ビ
ッ
ク
リ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

横
山
さ
ん
に
は
記
念
品
と
し
て
、

ホ
テ
ル
海
風
土
の
ペ
ア
宿
泊
券
、

松
島
町
親
善
大
使
水
森
か
お
り
さ

ん
の
「
松
島
紀
行
」
の
Ｃ
Ｄ
、
私

の
旅
日
記
「
芭
蕉
を
訪
ね
て
奥
の

細
道
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
島
産
の
か
き
や
新
米
の
サ
サ

ニ
シ
キ
、
野
菜
な
ど
の
地
場
産
品

を
生
か
し
た
料
理
を
味
わ
う
「
第

三
回
松
島
て
ん
こ
も
り
賞
味
会
」

が
十
月
二
十
六
日
に
松
島
一
の
坊

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
季
彩
食
松
島
推
進
協
議
会
な

ど
が
主
催
す
る
こ
の
賞
味
会
に
は

町
内
の
生
産
者
や
観
光
施
設
関
係

者
、
松
島
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
な
ど
約
百
二
十
人
が
参
加
し
、

町
内
の
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
が
作
っ

た
「
松
島
ス
イ
ー
ツ
」
な
ど
の
味

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
十
九
日
に
開
催
さ

れ
た
四
季
彩
食
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

「
松
島
三
ツ
星
冬
ラ
ン
チ
」
の
表

彰
式
も
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
の
佐

藤
純
仁
さ
ん
ら
十
三
人
の
シ
ェ
フ

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▲かき小屋来客 10万人目となった
横山美幸さん　（左から 2番目）

▲シェフが自慢の料理を振舞いました

か
き
小
屋
来
客

十
万
人
を
突
破
！

松
島
の
地
場
産
品
が

て
ん
こ
も
り

松島町のゆるキャラ
「どんぐり松ちゃん」
イメージソングが
出来る！
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▲円通院の紅葉ライトアップを
案内する速水けんたろうさん

「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ　

ど
ん
ぶ
り
こ

お
池
に
は
ま
っ
て　

さ
あ
大
変

ど
じ
ょ
う
が
出
て
来
て　

今
日
は

ぼ
っ
ち
ゃ
ん
一
緒
に

遊
び
ま
し
ょ
う

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ　

よ
ろ
こ
ん
で

し
ば
ら
く
一
緒
に　

遊
ん
だ
が

や
っ
ぱ
り
お
山
が　

恋
し
い
と

泣
い
て
は
ど
じ
ょ
う
を　

困
ら
せ
た

☆
幻
の
三
番

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ　

な
い
て
た
ら

な
か
よ
し
こ
り
す
が　

と
ん
で
き
て

お
ち
ば
に
く
る
ん
で　

お
ん
ぶ
し
て

い
そ
い
で
お
や
ま
に　

つ
れ
て
っ
た
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芭
蕉
は
、
松
島
の
景
色
を
心
で

感
じ
る
だ
け
で
く
、
全
身
で
感
じ

絶
句
し
ま
し
た
。
俳
句
を
残
さ
な

か
っ
た
の
は
、
絶
景
に
圧
倒
さ
れ

た
の
で
は
･
･
･
」。
実
際
に
は

別
な
機
会
に
短
い
前
文
を
付
け
て

「
松
島
や
千
々
に
く
だ
け
て
夏
の

海
」
の
句
を
読
み
ま
し
た
が
お
く

の
ほ
そ
道
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

中
国
の
有
名
な
景
勝
地
を
引
き
合

い
に
出
し
て
そ
の
美
し
さ
を
述
べ

て
お
り
、
句
を
出
す
必
要
が
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

自
然
の
中
で
旅
寝
を
す
る
気
分
に

な
り
、
不
思
議
な
ほ
ど
良
い
心
地

が
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
松
島
を

結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

　

芭
蕉
は
、
松
島
に
半
日
一
夜
し

か
滞
在
し
な
い
の
に
、
お
く
の
ほ

そ
道
の
中
に
八
回
も
地
名
が
登
場

し
、
し
か
も
熱
い
思
い
が
伝
わ
る

素
晴
ら
し
い
文
章
を
残
し
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
松
島
へ
の
思
い
が
特

別
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

伊
藤　

最
上
町
で
は
地
元
な
ら
で

は
の
旅
を
提
供
す
る
着
地
型
の
観

光
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
で
き
る

限
り
芭
蕉
の
旅
を
具
現
化
し
て
地

方
か
ら
新
し
い
旅
を
提
供
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。　

吉
川　

芭
蕉
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
旅
を
す
る
を
す

ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
お

く
の
ほ
そ
道
を
テ
ー
マ
に
現
代
に

生
か
し
て
い
け
る
も
の
が
あ
る
の

で
は
。

佐
藤　

松
島
の
観
光
も
こ
こ
十
年

で
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
。
団
体

旅
行
か
ら
個
人
旅
行
主
体
に
な
り
、

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
に
し

て
く
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
ま
し

た
。

吉
川　

芭
蕉
は
五
感
で
体
感
し
て

五
感
で
皆
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に

卓
越
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

人
々
か
ら
親
し
ま
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
松
島
の
景
観
を
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
体
感
で
き
る
の
か
。

あ
ら
た
め
て
洗
い
出
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

伊
藤　

地
域
の
良
さ
を
教
え
て
を

発
見
す
る
の
は
地
域
以
外
の
人
。

最
上
町
で
は
海
外
の
お
客
様
に
も

俳
句
を
通
じ
て
最
上
町
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

最
上
町
の
人
間
の
魅
力
で
観
光

客
を
呼
ぼ
う
と
い
う
試
み
を
是
非

み
て
ほ
し
い
。

佐
藤　

こ
れ
か
ら
は
住
ん
で
い
る

人
た
ち
の
生
き
様
を
魅
せ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
そ
の
前
提
と
し
て

一
番
大
切
な
こ
と
は
温
か
く
お
も

て
な
し
を
す
る
心
を
持
つ
こ
と
。

　

ま
た
、
芭
蕉
も
訪
れ
た
雄
島
の

活
用
の
仕
方
も
課
題
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

志
賀  
三
百
年
前
に
お
く
の
ほ
そ

道
で
芭
蕉
が
訪
れ
た
地
域
の
人
々

が
す
ば
ら
し
い
お
も
て
な
し
を
し

た
か
ら
、
今
こ
の
よ
う
な
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
で
き
て
い
ま
す
。「
見

て
歩
く
観
光
」
か
ら
「
考
え
て
歩

く
観
光
」
に
な
っ
て
い
る
現
在
。

飾
る
こ
と
な
く
、
普
段
着
で
お
も

て
な
し
す
る
能
力
が
大
切
で
す
。

心
の
耳
で
芭
蕉
の
足
音
に
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
訪
れ
る

人
の
心
に
響
か
せ
る
こ
と
が
考
え

る
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

芭
蕉
の
足
音
に
耳
を
澄
ま
せ
よ
う

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

志
賀
秀
一
氏

　

（
株
）
東
北
地
域
環
境
研
究
室　

代
表

パ
ネ
リ
ス
ト

吉
川
由
美
氏

　

（
有
） ダ
ハ　

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ワ
ー
ク   

　
 代
表
取
締
役

伊
藤
和
久
氏

　

山
形
県
最
上
町
交
流
促
進
課
交
流
係
長

佐
藤
久
一
郎
氏

　

（
社
）
松
島
観
光
協
会
長

 ▲左から志賀氏、伊藤氏、吉川氏、佐藤氏

 ▲パネリストの芭蕉に関する熱い思いに、
来場者は真剣に耳を傾けていました

山形県尾花沢市生まれ。
山形大学教育学部卒業。
東北観光推進機構「おくの
ほそ道研究会」座長

基
調
講
演　

梅
津　

保
一 
氏

　松尾芭蕉の『奥の細道』にゆかりのある地域が一堂に会する「第２３回奥の細道松島サミット」が１１月４日～

5日に開催され、町内はもとより全国から約４００人が参加しました。

　このサミットは、芭蕉の功績を広くＰＲし、交流を図ろうと昭和６３年に、旅の終点となった岐阜県大垣市を

１回目の会場に、毎年、構成市町村を持ち回り開催され、今年は初めて松島で開催されました。

  4日はホテル松島大観荘で基調講演やパネルディスカッションが開催され、その後に行われた総会では次回の開

催を岐阜県関ヶ原町に決定しました。また、5日には町内の芭蕉ゆかりの史跡巡りも開催され、多くの方々が参

加しました。

芭蕉の足音に耳を澄ませよう
第２３回「奥の細道」松島サミットを開催

「
お
く
の
ほ
そ
道
と
松
島
」
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※既設共同受信施設とは、地上デジタルテレビ放送を現行のＵＨＦ地上アナログテレビ放送と同じＵＨＦ帯を
使用するため、既にＵＨＦアナログテレビ放送を伝送している地区です。原則としてそのままで地上デジタ
ルテレビ放送が受信できます。
※地図に掲載されていない地区に関しては、すべて高性能アンテナによる対策になる予定です。
難視対策スケジュール
　デジタル中継局、ギャップフィラーの建設工事は１２月から平成２３年３月にかけて建設し、工事終了後に開
局となります。その後、各世帯でアンテナの向きを調整していただき、平成２３年７月のアナログ放送終了を迎
えます。※スケジュールは、建設工事等が順調に進んだ場合を前提としています。
　なお、既にアンテナ対策をするなどして地上デジタル放送を支障なくご覧いただいている場合には、本対策
によるアンテナ調整などの必要はありません。

●問合先　総務省東北総合通信局放送課　�２２１-０６９４　　デジサポ宮城　�７４５-１５００　
　　　　　企画調整課企画調整班　�３５４-５７０２

松島町の地上デジタル放送 
難 視 対 策 に つ い て

　松島町内では、テレビ放送の地上デジタル化に伴って一部の地区でデジタル波の受信が困難な、いわゆる難
視地区が発生する見込みです。
　難視地区での対策について説明します。

①デジタル中継局を新規に設置
　デジタル中継局とは、地上デジ
タル放送の電波がビルなどの影響
で届きにくい場所に局所的に電波
を送る中継設備です。約１６メー
トルの柱を磯崎字華園付近に、Ｎ
ＨＫ・民放会社が共同で建設します。

②ギャップフィラーを新規に設置
　ギャップフィラーとは、「無線
共聴」、「受信障害対策用中継局」
とも言い、電波の弱いエリアをカ
バーするための小規模な無線中継
設備のことです。約１０メートル
の柱を 7基整備し海岸・反町・小
石浜・初原地区をカバーします。
松島町が建設し、設置場所は現在
調査中です。

③高性能アンテナ対策
（①・②以外の難視地区）
　各世帯で地上デジタル放送受信
用アンテナを設置し、デジタル波
を受信可能にします。なお、本対
策は、個別に国において説明会が
開催されている地区が対象です。
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　松島町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、本町の職員の任免、給与等の状況のあらましに

ついてお知らせします。

●休暇等　年次有給休暇　1人当たり平均取得日数　10.9 日

　病気休暇　12 人　 育児休業及び部分休業 　3人

4　職員の分限及び懲戒の状況（平成 21年度）

●分限処分　心身の故障による休職 1名　　　

●懲戒処分　なし　  

●訓告等　　なし

5　職員の服務の状況（平成 21年度）

●職務に専念する義務の免除

厚生に関する計画の実施に参加する場合

職員健康診断   158 人　　町村職員球技大会　延べ 46 人

6　職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成 21年度）

●研修所研修（市町村職員研修所、市町村職員中央研修所）、

　職場研修に延べ 225 人受講

●勤務成績の評定　平成 21 年度施行

●問合先　総務課総務管理班　�３５４-５７０１

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

　　（平成２１年度）

●職員の福祉

　職員健診

● 職員の利益の保護

勤務条件に関する措置の要求　　　なし

不利益処分に関する不服申立て　　なし

８　公平委員会の業務の状況に係る宮城県人事

　　委員会からの報告（平成２１年度）

　　業務の状況について、特になし

受　診　者健　診　名

３４人定期健康診断

１２４人人 間 ド ッ ク

１９人子宮がん検診

２２人乳 が ん 検 診

１７人脳ドック検診

終　　業休憩時間始　　業

17：1512：00 ～ 12：458：30

3　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成 21年度）

　　●職員の勤務時間　1日当たり 8時間（休憩時間を除き、4週間を超えない期間につき 1週間当たり 40 時間）

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

平 均 年 齢平均給与月額平均給料月額平 均 年 齢平均給与月額平均給料月額

48.8 歳338,932 円310,857 円43.6 歳347,374 円316,534 円

２　職員の給与の状況（平成２１年度）

　　●職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 21 年４月１日現在）

(注 ) 平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、通勤手当等の諸手当を含む。

職　員　数区　　分

１１１人町 長 部 局

３１人教育委員会部局

１０人水 道 事 業 所

６人そ の 他 の 部 局

１５８人合　　　計

１　職員の任免及び職員数に関する状況（平成２１年度）

　　●退職者数　５人　　採用者数　２人

　　●職員数（平成 21 年４月１日現在）

勧奨・定年自己都合支　給　率

30.55 月分23.50 月分勤 続 ２０ 年

41.34 月分33.50 月分勤 続 ２５ 年

59.28 月分47.50 月分勤 続 ３５ 年

59.28 月分59.28 月分最 高 限 度 額

24,554 千円－　千円１人当たり平均支給額

　　●期末手当　2.75 月　　勤勉手当  1.4 月    合計　4.15 月

　　●退職手当の状況（平成 21 年度）

人事行政の運営等の状況について
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ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

良
好
な
住
環
境
の
確
保

　

子
ど
も
を
す
こ
や
か
に
育
て
る

た
め
に
は
、
親
も
子
も
安
心
、
安

全
に
活
動
で
き
る
余
裕
の
あ
る
生

活
空
間
が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
、
そ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
健

康
的
で
充
実
し
た
子
育
て
生
活
を

営
ん
で
い
く
た
め
に
、
良
好
な
住

宅
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

安
全
な
道
路
環
境
の
整
備

　

ベ
ビ
ー
カ
ー
や
小
さ
な
子
ど
も

連
れ
で
も
安
心
し
て
通
行
で
き
る

道
路
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

公
共
施
設
の「
子
育
て 

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
」の
推
進

　

子
ど
も
や
子
ど
も
連
れ
の
親
が

安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
に
す

る
に
は
、
多
く
の
施
設
や
交
通
機

関
に
お
い
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

推
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

シリーズ次世代育成支援行動計画

松島町次世代育成支援行動計画（後期計
画）はホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.matsushima.miyagi.jp
●問合先　子育て支援センター
　　　　　�３５４-６８８８

育
も
う
！
す
こ
や
か
笑
顔
あ
ふ
れ
る
松
島
の
子

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
ややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

子
ど
も
が
す
こ
や
か
に

育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
育
つ
こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
③

子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててて
をををををををををををををを
支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援
すすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるる
生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活
環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境
のののののののののののののの
整整整整整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備備備備備

子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の
整
備

■計画の方向性（抜粋）
☆住環境整備

・住宅の情報提供

　住宅団地等、住宅情報の提供を推進します。

☆道路環境整備

・通学路等の安全を確保

　歩行者が安全に通行できる道路環境を整備します。

☆バリアフリー

・公共施設のバリアフリーの推進

　新規に設置する設備については、世界共通で誰もが

使いやすいユニバーサルデザインを取り入れます。

町民の声（抜粋）

●通学路の安全をお願いします

●高城町商店街の歩道はとても

良いが、区間が短い

　

十
月
三
十
一
日
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
日
に
合
わ
せ
て
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
十
月
二
十
七
日
に
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
に
は
約
二
十
組
の
親

子
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
を
し
て

参
加
し
、
お
お
き
な
か
ぶ
、
と
の

さ
ま
の
く
し
ゃ
み
な
ど
の
人
形
劇

を
鑑
賞
し
、
鑑
賞
後
は
、
お
ば
け

屋
敷
で
お
ば
け
に
呪
文
を
唱
え
る

と
お
菓
子
を
も
ら
え
る
、
お
ば
け

探
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

仮
装
し
た
小
さ
な
怪
物
た
ち
は

大
き
な
声
で
呪
文
を
唱
え
、
時
に

は
緊
張
し
た
面
持
ち
を
見
せ
な
が

ら
も
、
満
面
の
笑
み
で
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

▲ハロウィンの仮装をした子どもたち

　

仙
台
法
務
局
塩
釜
支
局
と
人
権

擁
護
協
議
会
が
主
催
す
る
思
い
や

り
の
心
を
育
て
る
人
権
教
室
が
十

一
月
十
日
、
町
内
の
一
年
生
か
ら

三
年
生
の
児
童
三
十
五
人
を
対
象

に
松
島
町
留
守
家
庭
学
級
「
た
ん

ぽ
ぽ
学
級
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
の
気
持

ち
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
人
権
啓

発
ビ
デ
オ
や
、
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
お
話
が
行
わ
れ
、
い
じ
め
を

な
く
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
と
い
う
問
い
か
け
に
「
け
ん

か
を
し
て
も
す
ぐ
仲
直
り
す
る
」

「
み
ん
な
で
遊
ぶ
」
と
答
え
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
権
擁
護
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
人
権
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」

が
登
場
し
、
歌
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を

す
る
な
ど
、
楽
し
く
触
れ
合
っ
て

い
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
あ
る

　
　
　

心
を
育
て
よ
う

▲人権あゆみちゃんと一緒に歌いました

　

松
島
病
院
で
は
毎
月
第
一
・
第

三
土
曜
日
の
午
後
二
時
か
ら
、
生

後
二
〜
三
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ

マ
を
対
象
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

ク
ラ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
赤
ち
ゃ

ん
の
脳
の
発
達
を
促
し
、
マ
マ
と

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

を
も
た
ら
し
ま
す
。
毎
回
六
〜
八

組
の
親
子
の
参
加
が
可
能
で
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル

を
使
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
を
マ
ッ
サ
ー

ジ
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
直
接
触

れ
ら
れ
る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
直
接
手
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ゆ
っ
た
り

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
申
込
み
・
問
合
先　

　

松
島
病
院
二
病
棟　

川
村　
　

　

�
３
５
４－

５
８
１
１

▲ベビーマッサージクラスの様子

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

　
　
　
　

ゆ
っ
た
り
と

� �����������������������
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ま
た
災
害
時
に
お
け
る
炊
き
出

し
訓
練
も
行
う
な
ど
、
非
常
時
地

区
住
民
の
役
割
分
担
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

松
谷
浩
代
表
は
、「
毎
年
防
災

訓
練
を
開
催
し
、
住
民
の
防
災
に

対
す
る
意
識
は
高
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
津
波
な
ど

の
災
害
時
に
お
い
て
土
地
柄
、
観

光
客
の
避
難
誘
導
な
ど
も
で
き
る

限
り
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
ね
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
多
く
の
自
主
防
災
組

織
結
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
だ
出
来
て
い
な
い
地
域
、
結
成

を
考
え
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　

�
３
５
４－

５
７
８
２

▲炊き出し訓練の様子

松
島
区
松
島
一
地
区
自
主
防
災
会

シリーズ

▲住宅用火災警報機について学びました

自
主
防
災
組
織
の
活
動
④

　

松
島
区
松
島
一
地
区
自
主
防
災

会
は
平
成
十
七
年
五
月
、
五
十
七

世
帯
で
結
成
さ
れ
た
比
較
的
歴
史

の
あ
る
自
主
防
災
組
織
で
す
。

　

組
織
の
活
動
と
し
て
、
災
害
時

に
お
け
る
被
害
調
査
、
被
災
者
の

安
否
確
認
、
避
難
誘
導
、
救
援
活

動
、
そ
し
て
松
島
一
地
区
の
特
徴

で
あ
る
地
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
「
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
」
を
設
置
し

住
民
の
安
全
確
保
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

十
月
十
七
日
に
は
自
主
防
災
会

に
お
け
る
防
災
避
難
訓
練
を
実
施

し
、
松
島
消
防
署
指
導
の
も
と
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
必
要
性
や

正
し
い
設
置
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

十
一
月
十
日
に
日
本
青
年
館
で

開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
秋
の

叙
勲
伝
達
式
で
、
元
松
島
町
消
防

団
副
団
長
の
櫻
井
仁
さ
ん（
本
郷
）

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
、
勲
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
る

防
火
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲　

受
章

　

第
一
小
学
校
敷
地
内
で
十
一
月

二
日
、
松
島
消
防
署
と
松
島
地
区

自
主
防
災
会
の
指
導
に
よ
り
、
第

一
小
学
校
の
児
童
と
第
一
幼
稚
園

の
園
児
、
教
職
員
を
対
象
と
し
た

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
は
、
宮
城
県
沖
地
震

に
よ
っ
て
火
災
が
発
生
し
三
階
に

取
り
残
さ
れ
た
児
童
を
は
し
ご
車

で
救
出
す
る
と
い
う
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
救
出
さ
れ
た
児
童
は

「
高
い
所
で
も
平
気
で
助
け
て
く

れ
る
姿
が
か
っ
こ
い
い
。
始
め
は

緊
張
し
た
け
ど
安
心
で
き
た
」
と

話
し
、
救
出
後
は
自
主
防
災
組
織

員
が
、
児
童
を
安
全
な
場
所
に
移

動
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
消
火
器
リ
レ
ー
も
行

わ
れ
、
児
童
は
消
火
器
の
正
し
い

使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

地
域
で
力
を
合
わ
せ
て

▲はしご車が出動した避難訓練

●
募
集
期
間　

十
二
月
二
十
日

（
月
）〜
平
成
二
十
三
年
一
月
二

十
日（
木
）当
日
必
着

●
応
募
方
法

①
応
募
作
品
は
、
家
庭
、
地
域
又

は
職
場
に
お
け
る
「
防
火
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
も
の
で
、
未
発

表
か
つ
他
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

品
し
て
い
な
い
も
の
に
限
り
ま

す
。

②
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
管
内

（
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
松
島

町
・
七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
）
に

居
住
又
は
勤
務
す
る
方
（
在
学

中
の
方
を
含
む
）

③
作
品
数
は
一
人
一
点
と
し
、
官

製
は
が
き
に
標
語
、
住
所
、
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
職

業
及
び
電
話
番
号
を
明
記
し
、

下
記
の
宛
先
に
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
な
お
、
入
選
作
品
は
作
者

の
氏
名
・
勤
務
先
・
学
校
名
を

付
し
て
火
災
予
防
広
報
に
幅
広

く
使
用
し
ま
す
の
で
、
同
意
い

た
だ
け
る
方
の
み
応
募
願
い
ま

す
。
入
選
者
に
は
、
平
成
二
十

三
年
二
月
中
旬
頃
に
直
接
通
知

し
、
記
念
品
を
添
え
て
表
彰
状

を
授
与
し
ま
す
。

●
応
募
先  
〒
９
８
５－

０
０
２
１

塩
竈
市
尾
島
町　

－

　
　

塩
釜

１７

２２

地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

　

防
火
標
語
募
集
係

●
問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

　

�
３
６
１－

１
６
１
６

防
火
標
語
募
集

▲櫻井　仁さん

　

十
一
月
一
日
に
仙
台
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
文

化
の
日
表
彰
式
で
、
松
島
町
消
防

団
長
山
崎
修
一
さ
ん
（
北
小
泉
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
る

防
火
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
の
日　

表
彰

▲山崎修一さん

� �����������������������
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根
廻
分
館
事
業
と
し
て
十
一
月
三
日
、
自

分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
松
島
の
景
観
を
見
つ

め
直
そ
う
と
、
三
十
人
が
参
加
し
て
根
方
塾

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松
島
四
大
観
の
う
ち

の
偉
観
と
呼
ば
れ
る
多
聞
山
（
七
ヶ
浜
町
）

と
、
遊
覧
船
に
乗
り
松
島
町
へ
と
到
る
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

　

麗
観
と
言
わ
れ
る
富
山
も
訪
れ
、
大
仰
寺

の
稲
富
慶
雲
住
職
か
ら
、
富
山
の
歴
史
や
景

観
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
地
域
住

民
が
自
ら
景
観
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
町

内
で
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　

参
加
者
の
一
人
は
「
ふ
だ
ん
は
何
気
な
く

見
て
い
る
景
観
を
見
つ
め
直
す
と
、
す
ば
ら

し
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
ん
だ
な
、
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

松
島
の
景
観
を
学
ぶ

　

松
島
十
二
支
記
念
館
・
松
島
観
光
物
産
館
・

松
島
浪
漫
亭
が
普
賢
堂
に
完
成
し
、
十
月
二

十
五
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
津
軽
三
味
線
の
演
奏
で
ス

タ
ー
ト
し
た
式
典
に
は
、
町
内
の
観
光
関
係

者
や
観
光
客
な
ど
が
参
列
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
は
ね
こ
踊
り
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
な
ど
で

新
し
い
観
光
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し

た
。

　

松
島
十
二
支
記
念
館
に
は
十
二
支
に
関
す

る
情
報
や
十
二
支
の
守
り
本
尊
大
型
乾
漆
仏

像
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
物
産

館
に
は
生
鮮
加
工
品
や
東
北
の
名
産
品
な
ど

が
売
ら
れ
て
お
り
、
二
階
の
浪
漫
亭
で
は
牡

蠣
御
膳
な
ど
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。▲オープンを祝ってテープカット

▲大仰寺本堂で風景を見ながら歴史を
学びました

　

十
一
月
五
日
、
マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館

で
は
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
仲
間
サ
ン
ゴ
タ
ツ

の
放
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
る
放
流
会
は
、
水

族
館
前
の
桟
橋
か
ら
藻
場
に
船
で
移
動
し
第

一
小
学
校
の
児
童
十
五
人
が
約
百
五
十
匹
の

サ
ン
ゴ
タ
ツ
の
幼
魚
を
、
ひ
し
ゃ
く
を
使
っ

て
丁
寧
に
海
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
で
三
月

か
ら
飼
育
し
人
気
を
集
め
て
い
た
瓶
の
中
の

ア
サ
リ
二
匹
も
当
日
、
サ
ン
ゴ
タ
ツ
と
一
緒

に
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
稚
貝
の
時
に
瓶
に

入
っ
て
外
に
出
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
育
っ

た
ア
サ
リ
に
つ
い
て
、
放
流
し
た
児
童
は

「
久
し
ぶ
り
に
瓶
か
ら
出
て
嬉
し
そ
う
。
元

気
に
育
っ
て
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲丁寧にサンゴタツを放流しました

新
た
な
観
光
施
設
が

オ
ー
プ
ン

元
気
に
育
っ
て
ね

　

十
一
月
十
一
日
に
仙
南
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
え
ず
こ
ホ
ー
ル
（
大
河
原
町
）
で
開
催

さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
度
宮
城
県
統
計
大
会

で
、
統
計
調
査
員
の
土
井
a
夫
さ
ん
（
手
樽
）

が
宮
城
県
統
計
協
会
会
長
賞
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

土
井
さ
ん
は
、
統
計
調
査
に
従
事
し
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
統
計
大
会
表
彰

▲土井q 夫さん

　

十
一
月
八
日
に
仙
台
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
た
第
五
十
六
回
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会
の

席
上
で
、
松
島
町
民
生
委
員
の
小
野
滿
子
さ

ん
（
初
原
）
が
社
会
福
祉
事
業
篤
志
奉
仕
者

と
し
て
、
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
、
民
生
委
員
と
し
て
の
奉
仕

活
動
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
、
十
五
年
以
上

従
事
し
て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
知
事
表
彰▲小野滿子さん
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米
寿
お
め
で
と
う

（
十
一
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
熊
谷
喜
一
さ
ん
（
高
城
）

◆
京
野
秀
一
さ
ん
（
高
城
）

◆
内
田
多
壽
子
さ
ん
（
高
城
）

◆
櫻
井
つ
る
子
さ
ん
（
高
城
）

◆
�
田
久
子
さ
ん
（
本
郷
）

◆
丹
野
竹
治
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
櫻
井
良
治
さ
ん
（
北
小
泉
）

◆
内
海
や
す
の
さ
ん
（
下
竹
谷
）

　

寄
付
・
寄
贈

町
へ

◆
六
度
会
（
佐
竹
博
会
長
）
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

車
椅
子　

一
台

◆
Ｊ
Ａ
仙
台
松
島
支
店（
飯
川
竹
彦
支
店
長
）

　

よ
り　
　
　
　
　
　

金
三
千
百
七
十
五
円

第
一
小
学
校
へ

◆
岩
本
弘
子
さ
ん
（
磯
崎
）
よ
り

雑
巾　

二
百
枚

社
会
福
祉
協
議
会
へ

◆
小
野
定
義
さ
ん
（
磯
崎
）
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
一
万
二
千
円

◆
反
町
分
屯
地
曹
友
会（
三
浦
清
会
長
）よ
り

　
　
　
　

金
二
万
円

　

松
尾
芭
蕉
の
遺
徳
を
偲
ぶ
第
五
十
六
回
松

尾
芭
蕉
祭
お
よ
び
全
国
俳
句
大
会
が
十
一
月

十
四
日
に
陽
徳
院
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

芭
蕉
祭
は
、
陽
徳
院
の
本
堂
で
瑞
巌
寺
の
僧

侶
が
読
経
す
る
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
芭
蕉

の
法
要
が
営
ま
れ
宮
城
県
俳
句
協
会
よ
り
献

句
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
者
に
は
五
人
の
地
元
選
者
に
加

え
、
中
央
俳
壇
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
街
主
宰

の
今
井
聖
先
生
、
鷹
主
宰
の
小
川
軽
舟
先
生

を
招
聘
選
者
と
し
て
お
迎
え
し
、
全
国
か
ら

約
三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
会
場
を
中
央
公
民
館
へ
移
し
て

行
わ
れ
た
全
国
俳
句
大
会
で
は
、
応
募
総
数

千
八
百
句
以
上
の
中
か
ら
七
人
の
選
者
に
よ

る
厳
正
な
審
査
で
選
ば
れ
た
入
選
句
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

松
島
町
内
関
係
者
の
入
選
作
品
は
以
下
の

通
り
で
す
。

【
兼
題
の
部
】

小
川
軽
舟
選

■
入
選

　

島
つ
な
ぐ
短
か
き
航
路
葉
月
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
良
子（
磯
崎
）

　

霧
湧
き
て
た
ち
ま
ち
村
を
遠
く
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

a
橋
さ
た
よ（
磯
崎
）

柏
原
眠
雨
選

■
入
選

　

島
つ
な
ぐ
短
か
き
航
路
葉
月
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
良
子（
磯
崎
）

　

持
ち
上
げ
し
土
嚢
の
下
の
秋
の
蛇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山　

典
子（
根
廻
）

鈴
木
八
洲
彦
選

■
入
選

　

鍵
盤
の
勝
手
に
鳴
っ
て
秋
夕
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山　

典
子（
根
廻
）

　

重
九
や
夜
具
の
薄
き
を
加
え
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　

勝
正（
松
島
）

　

風
は
み
な
狗
尾
草
に
来
て
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

a
橋
さ
た
よ（
磯
崎
）

【
嘱
目
の
部
】

今
井
聖
選

■
入
選

　

耳
痛
き
ま
で
翁
忌
の
海
の
冷
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
朱
鷺
女（
磯
崎
）

　

丹
の
橋
を
牡
蠣
満
載
の
船
く
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

征
一（
松
島
）

小
川
軽
舟
選

■
特
選
三
席

　

耳
痛
き
ま
で
翁
忌
の
海
の
冷
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
朱
鷺
女（
磯
崎
）

柏
原
眠
雨
選

■
特
選
一
席

　

薄
れ
日
や
伊
達
の
御
廟
へ
雪
蛍

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
達　

朝
子（
本
郷
）

■
入
選

　

丹
の
橋
を
牡
蠣
満
載
の
船
く
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
征
一
（
松
島
）

　

島
ま
で
の
長
き
丹
の
橋
冬
か
も
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
良
子（
磯
崎
）

　

翁
忌
や
梢
に
風
の
薄
き
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　

對
馬　

淑
子（
松
島
）

　

堂
縁
に
う
す
日
さ
し
く
る
翁
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷　

克
子（
本
郷
）

鈴
木
八
洲
彦
選

■
特
選
三
席

　

耳
痛
き
ま
で
翁
忌
の
海
の
冷
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
朱
鷺
女（
磯
崎
）

菅
原
鬨
也
選

■
入
選

　

照
り
紅
葉
鎖
さ
び
つ
く
頼
賢
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
八
重
子（
本
郷
）

高
野
ム
ツ
オ
選

■
特
選
二
席

　

翁
忌
の
翁
の
声
や
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

桂
子（
高
城
）

■
入
選

　

一
山
の
読
経
海
へ
翁
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

a
橋　

敦
子（
松
島
）

蓬
田
紀
枝
子
選

■
入
選

　

耳
痛
き
ま
で
翁
忌
の
海
の
冷
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
朱
鷺
女（
磯
崎
）

　

第
五
十
六
回　

松
島
芭
蕉
祭　

並
び
に　

全
国
俳
句
大
会

▲大勢の参加者が集まりました
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革  

羽 

か
わ 

ば 

織 
お
り

　

当
館
に
は
お
し
ゃ
れ
な

「
革
羽
織
」
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
代
風
に
い
え

ば
「
革
ジ
ャ
ン
パ
ー
」
で
す
。

と
く
に
鹿
皮
は 
柔 
ら
か
な

や
わ

 
肌  
触 
り
、
通
気
性
の
良
さ
、

は
だ 

ざ
わ

水
や 
摩  
擦 
に
強
い
等
の
特

ま 

さ
つ

性
を
持
ち
、
古
来
よ
り
武

具
・
衣
装
・ 
足  
袋 
・
小
物
な

た 

び

ど
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
防
火
・
防
寒
に
も
優
れ

 
火  
事  
装  
束 
と
し
て
も
使
わ

か 

じ 

し
ょ
う 
ぞ
く

れ
て
い
ま
し
た
。

　

展
示
の
「
革
羽
織
」
は
仙

台
藩
二
代
藩
主
伊
達 
忠  
宗 

た
だ 

む
ね

公
が
狩
猟
の
際
に
着
用
し

て
い
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
全
体
に 
褐  
色 
で

か
っ 

し
ょ
く

す
が
、
こ
れ
は
「
ふ
す
べ
」

と
い
わ
れ
る 
藁 
や
松
の 
煙 

わ
ら 

け
む
り

で
い
ぶ
す
方
法
で
染
め
ら

れ
た
か
ら
で
す
。
背
中
と

袖
後
ろ
に
「
竹
に
雀
紋
」
が

白
く
抜
か
れ
、
全
体
に
細

か
い
白
い 
縞  
模  
様 
が
見
え

し
ま 

も 

よ
う

ま
す
。
革
に
型
付
け
を
し

て
い
ぶ
し
、
後
で
そ
れ
を

取
る
と
染
め
る
前
の
白
い

部
分
が
こ
の
よ
う
に
模
様

と
な
っ
て
現
れ
て
き
ま
す
。

　

革
羽
織
の
丈
は
約
九
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、 

裄  
丈 

ゆ
き 

た
け

約
六
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で
、
今
見
て
も
と
て
も

大
き
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。

忠
宗
公
の
身
長
は
一
六
六

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
記
録

に
あ
り
、
成
人
男
性
の
平

均
身
長
が
約
一
五
六
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
当

時
と
し
て
は
、
だ
い
ぶ
大

柄
な
お
殿
様
で
し
た
。

　

色
褪
せ
る
こ
と
な
く

残
っ
て
い
る
「
粋
」
な
大
名

衣
装
の
ひ
と
つ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

松
島
博
物
館
探
訪

第十八巻

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町
民
文
化
祭　

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表  

　

十
月
三
十
日（
土
）、
三
十
一
日

（
日
）の
二
日
間
に
わ
た
り
、
中
央

公
民
館
で
第
三
十
二
回
町
民
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
、
約
千
四
百
人
の

観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
第
一
小
学
校
五
年
生

の
約
八
十
人
が「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」

と
「
五
太
堂
太
鼓
」
の
演
奏
を
披

露
し
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

五
太
堂
太
鼓
の
中
で
唄
わ
れ
た

『
大
漁
唄
い
込
み
』
を
耳
に
す
る

（
学
芸
員　

丹　

美
保
）

▲南中ソーランと五太堂太鼓の迫力ある踊りと演奏を披露した
第一小学校 5年生の皆さん

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

松
島
の
星
に
願
い
を

　

中
央
公
民
館
が
主
催
す
る
「
ま

つ
し
ま
の
星
を
見
て
み
よ
う
」
が

十
一
月
十
三
日
、
松
島
東
部
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約

五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
く
も
り
模

様
で
し
た
が
、
雲
の
間
か
ら
顔
を

出
し
た
月
や
木
星
を
天
体
望
遠
鏡

で
覗
き
こ
み
、
参
加
者
は
松
島
の

綺
麗
な
星
空
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
お
さ
き
星
の
会
会
長

の
佐
々
木
一
男
さ
ん
が
講
師
と
な

り
、
星
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
を

出
題
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

の
は
久
し
ぶ
り
と
あ
っ
て
、
観
客

は
手
拍
子
を
し
な
が
ら
一
緒
に
唄

い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
こ
の
他
に
も
、

四
十
八
団
体
が
踊
り
や
合
唱
、
演

奏
な
ど
を
次
々
に
発
表
。
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま

し
た
。

　

ま
た
展
示
の
部
で
は
、
町
内
の

サ
ー
ク
ル
や
子
ど
も
た
ち
、
生
き

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

方
々
な
ど
三
十
五
団
体
が
創
作
し

た
作
品
が
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
は

熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲折り紙細工を体験する皆さん

▲天体望遠鏡を使って月や木星を観察しました
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本の宝物�

　5人の女性と交際していた星
野は繭美と結婚するという理由
で、2人で女性たちに別れを告
げる旅に出る。星野の優柔不断
な性格と豪快な繭美のコンビが
女性たちと様々なエピソードを
織り成す。太宰治の未完の絶筆
『グッド・バイ』からヒントを
得たという作品。

《 今月の新刊 》

「母　オモニ」 姜　　尚中　著

「小さいおうち」

　中島　京子　著

「終わらざる夏（上下）」

 浅田　次郎　著

「伝える力」  池上　　彰　著

「くじけないで」 柴田　トヨ　著

●話題の本●

「バイバイ、ブラックバード」
伊坂　幸太郎　著

《 児童書の新刊 》

「借りぐらしのアリエッティ」
宮崎　　駿　脚本

「こびとづかん」 
なばた　としたか　作

《 図 書 室 》
年末年始は 12月 29 日（水）　
　～１月 3日（月）の休館です。
●平　　　日　10:00 ～ 18:00
●土日・祝日　10:00 ～ 16:00
●休館日　月曜日、月曜日が祝
日の場合は翌日
●問合先　勤労青少年ホーム　
　�３５４-４０３６

　《 お話し会 》

12 月 18 日（土）10：30～ 2階集会室
クリスマスお話し会があります！
お楽しみに♪

松島町温水プール松島町温水プール ＮＥＷＳＮＥＷＳ
12月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ
　「美遊」ではトレーニングジム利用者講習会を実施しています。
（トレーニングジムを利用するには、講習会の受講が必要です）（高校生以上）

   ５日（日）午前１０時３０分～　　  ９日（木）午後５時３０分～　　
１６日（木）午後５時３０分～　 　   １９日（日）午前１０時３０分～

　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。申請の
際は、３カ月以内に写した本人の写真（縦３ cm×横２.５cm）２枚をご持参ください。
　なお、各時間帯の受講者数はおおむね１０人（先着順）です。講習会時は上靴
と運動のできる服装をご持参ください。　

12月の休館日のお知らせ

ヨーガ教室パート３ ～癒しの空間でエクササイズ～
　ヨーガ独特の運動で身体を鍛え、体力維持増進に励みませんか。10回の教室で
一連の動作を指導します。
●日時　１２月７日、２１日、１月１１日、２５日、２月１日、１５日、２２日、３月１日、
　　　　１５日、２２日　全て火曜日　　計１０回 　午前１０時３０～午前１１時３０分
●定員　１５人　　　 　 ●対象　一般　
●参加料　４,５００円　　●内容　各種ポーズ、呼吸法等の指導をします。　
●申込み　12 月 6日（月）まで温水プール美遊にて参加料とともに受付します。
●問合先　スポーツ振興センター　� 354-4485

スタジオエクササイズ
　スタジオでストレッチやバランスボール運動、簡単な筋力トレーニングなどを
行います。 トレーニングジム使用券で参加ができ、エクササイズ終了後もジムを
使用することがで きるお得な自由参加型のエクササイズです。この機会に運動
習慣を身につけませんか。
●日時　１２月８日、１５日、２２日、１月５日、１２日、１９日、２６日、２月２日、９日、１６日、

２３日、３月２日、９日、１６日　全て水曜日　１4回開催予定
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
●定員　１回あたり１５人。参加者多数の際は制限をさせていただく場合があります。
●対象　一般　　　●指導者　内丸由美子 氏
●その他　当日、開始時間前までに参加受付をしてください。
●申込み・問合先　B&G海洋センター　�３５３-３６８８

プールでトレーニング ｢アクアシェイプ ｣
　ヌードル等を使用し、水中ウオーキングや筋力トレーニング等を行います。成
人の方を対象とした、プール利用券のみで参加できる自由参加型のプログラムと
なっておりますので、お気軽にご参加ください。( トレーニング前後も普通にプー
ルを使用できます )
●日時　１２月１８日（土）～３月 26 日（土）　毎週土曜日開催　
　　　　午後２時３０分～午後３時１５分 １４回開催　　　●対象　一般成人
●定員　１回あたり１５人程度。参加者多数の際は制限をさせていただく場合があります。
●指導者　菅原雅代 氏
●その他　当日、開始時間前までに参加受付をしてください。
●申込み・問合先　スポーツ振興センター　� 354-4485

12 月の休館日　６日（月）、１３日（月）、２０日（月）、２７日（月）～ 1月 4日（火）

第１２回松島テニスダブルス大会結果
　１０月１７日に松島町運動公園テニスコートで、第１２回松島テニスダブルス大会

が開催されました。結果は次の通りです。

◆男子ダブルス　　　優　勝　児玉　健輔（松島町）　　引地　勝幸（松島町）　

　　　　　　　　　　準優勝　野口　奨斗（多賀城市）　佐藤　広崇（仙台市）

◆女子ダブルス　　　優　勝　武田　紗穂（松島町）　　武知　　茜（利府町）

　　　　　　　　　　準優勝　佐々木美穂（仙台市）　　笹田　安那（多賀城市）

◆ミックスダブルス　優　勝　佐藤　俊平（多賀城市）　石川　純子（松島町）　

　　　　　　　　　　準優勝　桑原　政春（松島町）　　小野　洋子（仙台市）
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まつしまの相談窓口
問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は
無料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

中央公民館
12 月 14 日（火）
午前 10 時～午後 5時

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６人権擁護について

町　民勤労青少年ホーム
12 月 8日（水）
平成 23 年 1月 4日（火）
午前 10 時～午後 3時

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９行政相談について行政相談

産業観光課商工観光班
�３５４-５７０８消費生活相談について消費生活相談

塩釜市けやき教室
�３６４-５１４１

小中学生を対象にした
不登校に関する電話相
談

塩釜市・多賀城市・松
島町・利府町・七ヶ浜町
の小中学生及び保護者

塩釜市
けやき教室

平日　
午前 9時～午後 3時

不登校電話相談

健康づくり（保健師・栄養士）
�３５５-０７０３健康に関する相談

町　民
保健福祉センター

どんぐり
平　日　
午前 8時 30分～午後 5時

健康電話相談

子育て支援センター
�３５４-６８８８

育児・子どもの発育・発
達の不安に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
�３５４-６５２５

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

健康づくり（保健師）
�３５５-０７０３

こころに関しての電話
相談

町　民塩釜保健所

12 月 16 日（木）
午後 1時 30分～午後 4時

こころの相談（予約制）

塩釜保健所

障害者支援班
�３６５-３１５３
疾病対策班　
�３６３-５５０４

アルコールや薬物依存
についての電話相談

平成 23 年 1月 28 日（金）
午後 2時 30分～午後 5時

アルコール・薬物相談
（予約制）

ひきこもりや思春期に
ついての電話相談

12 月 9日（木）
午後 2時 30分～午後 5時

ひきこもり・思春期ここ
ろの相談（予約制）

性感染症についての相談
電話にて匿名で受け付け、
無料で実施します

平　日
午前 8時 30 分～
　　　　　午後 5時 15分

性感染症相談

高等工科学校生徒

●資格　中卒（見込含）17 歳未満の者

●受付　11月 1日（月）～平成 23年 1月

　7日（金）

●試験日　1次：平成 23年 1月 22 日（土）

　2次：平成 23年 2月 5日（土）～平成 23

年2月8日（火）までの間の指定する1日

●合格発表　1次：平成23年2月1日（火）

　最終：平成 23年 2月 25 日（金）

●入隊　平成 23年 4月上旬

貸費学生

●資格　大学の理工学部、工学部の 3・4

年次又は大学院（専門職大学院を除く）

修士課程在学（正規の修業年限を終わる

年の 4月 1日現在で 26 歳未満（大学院

修士課程在学者は 28 歳未満））

●受付　12月1日（水）～平成23年1月14

日（金）

●試験日　平成 23年 1月 29 日（土）

●合格発表　平成 23年 4月下旬

●入隊　卒業（修了）後

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

　石巻地域事務所　� 0225-83-6789

自衛官募集

ごみ収集のお知らせ

●集積場の「ごみ収集」年末年始期間の 12

月 31 日（金）～平成 23年 1月 3日（月）

は休みとなります。

●年始は 1月 4日（火）より収集します。

※収集日外には絶対にゴ集積場へごみを

出さないようにご協力をお願いします。

●問合先　総務課環境防災班

　� 354-5782

募　 　 集

町営バスの運休について

　1月 1日（土・祝）は町営バスが全線運休

となります。

　また、小中学校の冬休み期間（12月24日

（金）～平成23年1月7日（金））は下記の便

が運休となります。　北松島線　第 6便、

北松島線（中）　第 2便、松島東線　第 4便

●問合先　総務課環境防災班

　� 354-5782

スポーツ施設の休館のお知らせ

●運動公園施設（温水プールを除く）

　12月29日（水）～平成23年1月3日（月）

　温水プール「美遊」　12月27日（月）～平

成 23年 1月 4日（火）

　Ｂ＆Ｇ海洋センター　12月24日（金）～

平成 23年 1月 4日（火）

●問合先　スポーツ振興センター

　� 354-4485

年末年始等の塩竈斎場業務

12 月 28 日（火）　通常業務

12月 29 日（水）　通常業務

12月 30 日（木）　通常業務

12月 31 日（金）　正午受付分まで

平成 23年

1月 1日（土）　年始休業日

1月 2日（日）　年始休業日

1月 3日（月）　年始休業日

1月 4日（火）　通常業務

※1月3日は近隣への配慮などから休業と

します。12月 29 日から 1月 3日までの

手続きは、通常の執行時間外と同様、塩

竈市役所当直で予約と利用申し込み等

を受付します。

※安置について、安置スペースの都合から

3体まで収容可能です。（冷却設備はあ

りません）搬入時間は午前 8時から午後

6時まで。

●問合先　塩釜地区環境組合

　� 363-2777

保健福祉センターふれあいの湯お休みのお知らせ

　12月28日（火）～平成23年1月4日（火）

までお休みします。1月5日（水）から通常

通り入浴いただけます。

●問合先　保健福祉センター

　� 355-0666
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塩釜地区休日急患診療センター
日曜・休日・土曜準夜の急患診療のため塩釜地区２市３町で運営しています。

診療科目受付時間診　療　日

内科・小児科
　8：45 ～ 11：30

13：30 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（１２月３１日～１月３日）

小児科（15歳まで）18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　塩釜市錦町 7-10　� 366-0630

　宮城県内の事業場で働くすべての

労働者（臨時、パートタイマー、アル

バイト等を含む）に適用される宮城

県最低賃金は、下記の金額に改正さ

れました。

時間額　674 円

●問合先　宮城労働局労働基準部賃

金室　� 299-8841　または各労

働基準監督署

宮城県最低賃金について

みやぎ食の安全安心

消費者モニターを募集中！

　県が行う食の安全安心に関するア

ンケートへの協力や講習会等へ参加

及び県に対して食の安全安心に関す

る提言をしていただける方をモニ

ターとして募集しています。

●問合先　宮城県環境生活部　食と

暮らしの安全推進課　� 211-2643

～相続又は贈与等に係る生命

（損害）保険契約等に基づく年金の

税務上の取扱いの変更について～

　相続、贈与等により取得した生命保険

契約や損害保険契約等に係る年金の所得

税の取扱いを改めることとしました。

　この取扱いの変更により、所得税の還

付を受けることができる場合があります。

詳しくは、国税庁ホームページ

【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、塩釜

税務署にお問合せください。

●問合先　塩釜税務署　� 362-2151

税務署からのお知らせ

� 356-7555利府町青葉台 3-1-85刀根歯科医院12月５日（日）

� 389-1015多賀城市新田字後 12-12成沢歯科医院12月12日（日）

� 362-1516塩釜市港町 2-5-12川村歯科医院12月19日（日）

� 368-9745多賀城市高橋 5-11-6汲川歯科医院12月23日（祝）

� 362-6047多賀城市桜木 3-7-42倉谷歯科医院12月26日（日）

� 366-6060多賀城市下馬 3-21-18サンフィッシュ・ミウラ歯科12月31日（金）

� 366-6400多賀城市町前 3-1-17はぎわら歯科医院1 月 1日（祝）

� 362-2822多賀城市大代 1-1-38おおしろ歯科クリニック1 月 2日（日）

　　歯歯科休日診療科休日診療 （受付：午前９時～午後３時）

　県で差し押さえをした電話加入権

を入札により公売します。

●日時　12月10日（金）　午前11時

●場所　宮城県塩釜県税事務所

　（塩竈市錦町 5-28）

●問合先　塩釜県税事務所

　納税第一班　� 365-4193

電話加入権をお売りします

●日時　毎月第 2・第 4木曜日

　（土日祝祭日は除く）　12月 9日

（木）、21 日（火）　午前 10 時～正午

●場所　塩釜保健所　

●問合先　塩釜保健所　� 363-5505

犬・猫引き取り日

　町税等は、便利で忘れない、しか

も安心な口座振替を利用しましょう。

●納期　12月 27 日（月）

●固定資産税　4期

●国民健康保険税　9期

●介護保険料　5期

●後期高齢者医療保険料　6期

●問合先　課税については税務班

　� 354-5703

　納付については特別滞納整理室

　� 354-5913

　介護保険料については健康長寿班

　� 355-0677

　後期高齢者医療保険料については

町民サービス班　� 354-5705

12 月の納期限

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月 70歳

になる方（12月 2日～ 1月 1日生

まれ）へ、高齢受給負担割合が記載

された国民健康保険者証を郵送しま

す。

　なお、現在お持ちの被保険者証に

ついては、役場町民福祉課国保窓口

に返還してください。

●発送日　12月 17 日（金）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　� 354-5705

お 知 ら せ

焼却場　12 月 30 日（木）

　　　　正午まで可能

最終処分場　12 月 28 日（火）

　　　　　　午後 4時まで可能

　年始は 1月 4日（火）から搬入可能。

※役場窓口が28日で終了するため、29日

～ 30日に搬入予定の方は、28日までに

手続きしてください。

●問合先　総務課環境防災班

　� 354-5782

年末の宮城東部衛生処理

組合への直接搬入について

年末年始関係のお知らせ
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平成23年度　保育所入所児童募集

新規申込みの方

●申込書配布場所　役場（町民福祉課福祉班）

●配布期間　12月 3日（金）～ 12 月 17 日（金）

　　　　　　午前 8時 30 分～午後 5時

●申込受付　12月 10 日（金）～ 12 月 24 日（金）

　　　　　　午前 8時 30 分～午後 5時

※ただし、配布、申込みとも土・日・祝日を除きます

家庭状況等の確認のため、後日面接を行います。

継続入所の方

●申込書配布場所　各保育所

●配布期間　12月 10日（金）～12月 24日（金）

　　　　　　通常の保育時間内

●申込受付　上記期間内

※ただし、配布、申込みとも日・祝日を除きます

　平成 23年の新年を祝い、親睦と年始の挨拶

交歓のために町民新年会を開催します。

●日　時　平成 23年 1月 7日（金）

　　　　　午後 2時（午後 1時 30 分より受付）

●場　所　ホテル松島大観荘　　

●内　容　年頭の挨拶、善行者・功労者表彰他

●参加費　2,500 円（当日持参）

●締切り　12月 13 日（月）

●主　催　松島町

●申込方法　各行政員へ広報紙と同時配布の

申込書を持参ください。

●問合先　総務課総務管理班　� 354-5701

平成 23 年　町民新年会

募集保育所

☆保育所入所基準　（入所申込みには、下記の基準を満たす必要があります）

　①親が家庭外で労働していて、児童の保育ができない場合。

　②親が日常の家事以外の家庭内労働に従事していて、児童の保育ができない場合。

　③死亡、行方不明等の理由により親がいない場合。

　④親が病気や障がい、出産などにより児童の保育ができない場合。

　⑤親が長期に病人や障がい者の看護をしなければならず、児童の保育ができない場合。

●問合先　町民福祉課福祉班　� 354-5706

場所入所可能年齢基本保育時間　（最大延長保育時間）保育所名

磯崎字白坂６カ月以上午前 8時～午後 4時　（午前 7時～午後 7時）高城保育所

高城字反町１歳以上午前 8時～午後 4時　（午前 7時 30 分～午後 6時）高　城　分　園

松島字町内６カ月以上午前 8時～午後 4時　（午前 7時 30 分～午後 6時）松島保育所

磯崎字長田６カ月以上午前 8時～午後 4時　（午前 7時 30 分～午後 6時）磯崎保育所

お詫びと訂正

広報まつしま11月号18ページの児童扶養手当申請の

記事の中で申請期限に誤りがありました。次のとおり

訂正します。

　児童扶養手当の申請で父子家庭の方は、申請期限が

ありません。ただし、手当は申請した翌月分からの支

給となります。

●閉鎖期間

　平成 22 年 12 月 24 日（金）　午前 9時から

　平成 23年 3月 4日（金）　午前 9時まで

●臨時開放期間

　【正　月】　平成 22 年 12 月 31 日（金）～

　　　　　　　　　　　　　平成 23年 1月 3日（月）

　【かき祭】　平成 23年 2月 5日（土）～

　　　　　　　　　　　　　平成 23年 2月 6日（日）

　　　　　　※積雪・凍結時を除く

　　　　　　※開放時間は午前 9時から午後 5時まで

●臨時閉鎖　閉鎖期間外でも積雪及び凍結時には臨時閉鎖しま

す。

●問　合　先　建設課施設管理班　� 354-5715

町道松島パノラマ線　冬季閉鎖のお知らせ
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　寒さが厳しくなり気温が氷点下4度以下になると凍結によるメータ破裂や水道管の凍結が多く発生します。予防策

としては、夜寝る前に台所等の蛇口を開けたあとに水抜栓を閉めてください。そうすることで水道管の凍結を予防で

きます。また、メータボックス内に細かくした発砲スチロールを入れると保温効果が高まりメータ破裂予防につなが

ります。

　なお、お願いですが、水道管の漏水を発見した場合は水道事業所までご連絡ください。

◆年末年始における指定給水装置工事事業者休日当番表

　年末年始に水道管の凍結等が発生した場合は、上記業者に

連絡してください。

●問合先　水道事業所上水道班　� 354-5711

水道事業所からのお知らせ

　「商品を紹介するだけで簡単にもうかる」などと言って、販売組織に勧誘し、大量の商品やサービスの契約をさ

せる商法です。

トラブル例①

　高齢の母が知人から勧められて、便通が良くなる、病気にならないという健康食品や衣類から食品まで洗える

洗剤を毎月何万円も買っている。また、人を紹介すれば収入が得られるので、友人に販売するよう勧められた。

母が恨まれることになっても困るので、やめさせたい。

トラブル例②

　誘われたセミナーで「会員は安く化粧品を購入でき、商品を売ったり、販売員を勧誘すればマージンが入る。そ

の販売員が別の友人を誘った場合もマージンが入る」と説明された。入会したが、商品は売れず、友人も誘えな

い。

▲多くの場合、商品は売れず、会員も勧誘できず、購入した在庫だけが残ります。知人関係を

　利用した商法で（無意識でも）加害者になることになり、人間関係を壊すことになりがちです。

▲解約はできるでしょうか…マルチ商法は契約書面を受領してから 20日間はクーリング・オフ

　ができます。クーリング・オフ期間が過ぎても中途解約ができます。入会して 1年を越えずに

　中途解約した時は、中途解約から遡って 90日以内に受け取った商品で未使用の商品であれば、

　価格の 1割の違約金で返金できることになっています。

　また、もし事実でないことを告げられて契約してしまった場合には、取消しができます。

▲商品としては、健康食品、キッチン用品、補正下着、宝飾品等、また、カタログを使って健康

　食品を売り手数料をもらうというケースもあります。

ポイント

　「必ずもうかる」というおいしい話はありません。安易にその場ですぐ契約をしない。必要のない勧誘には、

はっきり断ることが大事です。

消費生活相談

　●相談日時　毎月火曜日・木曜日　午前 9時～午後 4時 30 分

　　　　　　　( 第 1 火曜日は勤労青少年ホームで相談を受け付けます )

　●相談窓口　産業観光課商工観光班　消費生活相談員　� 354-5708

マルチ商法（連鎖販売取引）
－　友達からの「いい話」はトラブルの始まり　－活活活活活活活活活活活生生生生生生生生生生生費費費費費費費費費費費

ーーーーーーーーーーー

ナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーー

消消消消消消消消消消消 コココココココココココ

電話番号当番水道業者当　番　月　日

354 － 3149（有）美　和　工　業12月 29 日（水）

354 － 4484（有）松島住宅設備12月 30 日（木）

354 － 2710（有）う　ち　み　水　道12月 31 日（金）

354 － 2769（有）水　　　　　研1月 1日（土）

354 － 4376（有）斎藤設備工業所1月 2日（日）

354 － 4247（有）アカマ綜合設備1月 3日（月）

★水抜栓の概略図

　屋内操作型

屋外操作型
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　同じ世帯内で医療費と介護保険の自己負担額の合計額が高額になった場合に、下表の自己負担限度額を超えた分を
申請により、払い戻すことができます。計算する上で基準となる期間は前年の 8月から 7月までの 1年間です。7月
31 日現在で加入している医療保険者に申請してください。
　ただし、それぞれの医療保険（国民健康保険、後期高齢者医療制度、職場の健康保険等の被用者保険）と介護保険
の自己負担額を合算して計算しますので、同一世帯でも異なる医療保険に加入している場合は合算を行いません。
所得区分による自己負担限度額

○ 自己負担限度額は、医療機関等の窓口で支払った金額から、高額療養費等でも戻った金額を差し引いた金額です。
○ 自己負担限度額は、食事代、差額ベッド代、その他保険適用外の支払額は含みません。
○ 自己負担限度額を超える額が 500 円未満の場合は支給されません。
○ 介護サービスを受けていない場合はこの制度に該当しません。
　 支給対象となる方で、松島町国民健康保険、宮城県後期高齢者医療に加入している方には、1月以降にお知らせす
る予定です。ただし、平成 21年 8月から平成 22年 7月までの間に他の医療保険から松島町国民健康保険や宮城県後
期高齢者医療制度に加入した方や、その期間内に死亡された方などには、お知らせすることができない場合もありま
すので、該当すると思われる方で通知が届かない場合は、お問い合わせください。
　なお、そのほかの医療保険に加入している方は、各医療保険者へお問い合わせください。
●問合先　松島町町民福祉課町民サービス班　� 354-5705

高額医療・高額介護合算療養費制度について

国民健康保険に加入する 70歳～ 74 歳の方、後期高齢者

医療に加入する方
70歳未満の方所得区分

67 万円126 万円上位所得世帯、現役並み所得者

56 万円67 万円一般課税世帯

31 万円
34 万円

低所得Ⅱ
住民税非課税世帯

19 万円低所得Ⅰ

　日本に住んでいる 20歳以上 60 歳未満のすべての方は、国民年金に加入して保険料を納めることになります。
　「年金なんてまだまだ先のこと」と思われる方もいるかもしれませんが、国民年金には次のように様々なメリットが
あります。
メリット 1　生涯の年金額は保険料の 1.7 倍以上
　国民年金の老齢基礎年金は、2分の 1（平成 21 年 3月分までは 3分の 1）が国庫負担（税金）で賄われているため、支
払った保険料を上回る給付を受けることができる計算となっています。厚生労働省の試算では、1985 年生まれ（2005
年に 20 歳）の方でも納めた保険料の 1.7 倍以上となります。
メリット 2　老後を支える終身保障
　国民年金は、生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障であり、老後の生活をサポートします。
メリット 3　ケガや病気、万が一のときにもサポートします
　国民年金は老後の保障だけでなく、加入者がケガや病気により障害が残ったときは「障害基礎年金」、亡くなられた
ときにはその遺族に「遺族基礎年金」が支給されるなどあなたの生活をサポートします。
メリット 4　納めた保険料は社会保険料控除の対象
　納めた保険料は、確定申告の際に全額が「社会保険料控除」として認められています。
メリット 5　国民年金は経済の変動にも負けません
　賃金や物価の変動にあわせて、年金を支える力と給付のバランスをとる仕組みにより年金額が改定されるため、年
金に加入（20歳）してから年金を受給（65歳）するまでの間、経済社会が大きく変動したとしても、年金の価値が保障さ
れます。
●問合先　ねんきんダイヤル　� 0570-05-1165

国民年金のメリット

　「広報　宮城県後期高齢者医療広域連合第8号」について、下記のとおり誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。
【誤りの箇所】
6 ページ　決算報告　平成 21年度一般会計歳入　繰入金　「決算額」の項目　誤：20,995,100 円　正：209,951,000 円
●問合先　宮城県後期高齢者医療広域連合事務局　企画財政課　� 266-1026　FAX　266-1031

宮城県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
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　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金の請求受付が、10月 25 日から始まりました。

●対象者　戦後強制抑留者で平成 22年 6月 16 日に日本国籍を有するご存命の方

●請求受付期間　10 月 25 日～平成 24 年 3月 31 日

　当基金から請求書類をお送りします。まだ、お手元に届いていない方は、当基金にお電話ください。

　※町では、特別給付金に関する請求書類、請求手続きは取り扱っていません。資格要件や請求手続き等については、

直接基金にお問合せください。

●問合先　独立行政法人平和祈念事業特別基金　事業部特別給付金担当　� 0570-059-204（ナビダイヤル）
　I　P電話、PHS からは　� 03-5860-2748　平日　午前 9時～午後 6時

戦後強制抑留者の皆様へ　特別給付金のご案内

　北上川下流河川事務所鳴瀬出張所では、河川を安全に利用していただく

ため、吉田川右岸 J　R東北本線橋梁下の河川管理用通路を一般車両通行禁止

にします。

　J　R東北本線橋梁下の通り抜けができなくなりますので、ご注意ください。

●通行止め区間　松島町竹谷字土手外～小川添　　吉田川右岸　　

　　　　　　　　　　J　R東北本線吉田川橋梁下の河川管理用通路

●実施時期　平成 23年 1月 4日（火）から

●問合先　北上川下流河川事務所鳴瀬出張所　� 354-3101

河川区域内の樹木伐採希望者を募集します

　国土交通省北上川下流河川事務所では、洪水時に流水の阻害や河川巡視の妨げになっている鳴瀬川・吉田川・北上

川・旧北上川・江合川の河川区域内に繁茂する樹木について、伐採に協力いただける方を募集します。

　また、伐採していただいた伐採樹木は無償でお持ち帰りいただけます。詳細は下記まで。

●募集期間　12月 1日（水）～ 平成 23 年 1月 12 日（水）　

●問合先　北上川下流河川事務所　鳴瀬出張所　� 354-3101

吉田川・車両通行止めのお知らせ

　毎年、暖房器具に起因する火災により、多くの財産と尊い命が奪われています。その主な原因は、取扱いや管理上

の不注意によるものです。

【暖房器具からの火災を防ぐポイント】

1．衣類などの燃えやすい物の近くで使用しない

　ストーブの上で洗濯物を乾燥すると、落下した場合、火災になるおそれがあるのでやめましょう。

2．エアゾール缶などをストーブ・ファンヒーターの上やそばには置かない

　エアゾール缶などをストーブやファンヒーターなどの暖房器具の上や近くに放置していると、放射熱や熱伝導で過

熱され、缶の内圧が上昇して破裂し、爆発するおそれがあるのでやめましょう。

3．寝るときや外出するときには必ず火を消す

　布団などが接触して火災となるおそれがあるので、暖房器具のスイッチを切る習慣を身につけましょう。

4．石油ストーブ等のカートリッジタンクの口金は確実に締まったことを確認してからセットする

　①給油時は必ず消火し、火が消えたことを確かめてから給油しましょう。

　②カートリッジタンクへの給油は、石油ストーブ等とは別の場所・火気のない場所で行いましょう。

　③火気のないところで一度カートリッジタンクをひっくり返し、カートリッジタンクから灯油が漏れないことを確

認してからセットしましょう。もし、漏れた場合は口金の再確認と、漏れた油を拭き取りましょう。

【一酸化炭素中毒の防止対策】

　一酸化炭素中毒は、十分な換気を行うことで未然に防止することができます。室内において

　石油ストーブやガス器具などを使用する際は、定期的に換気をしましょう。

●問合先　松島消防署　� 354-4226

暖房器具の取扱い
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●日時　毎週水曜日・土曜日

　午後 7時 30 分～午後 8時 30 分

●場所　海洋センター　会議室

●講師　厚生大臣認定健康運動指導

士　鈴木宣昭

●会費　2,500 円

●定員　10 人

●申込み・問合先　鈴木宣昭

　� 368-7078

ダンベル体操とエアロビクス

サークル　会員募集

●対象　県内居住のおおむね 60歳

以上の人

●場所　①仙南校　②大崎校　③石

巻校　④気仙沼・本吉校　⑤登米・

栗原校

●募集人員　各校　40人

●学習期間　年間 22回程度（2学年

　制）

●内容　生きがいと健康づくりを目

指し、地域活動の指導者として必

要な内容・方法を体験を通して身

に付けます。

●募集期間　11 月 1日（月）～平成23

年 1月 31 日（月）必着

●入学金　5,000 円

●受講料　年間 20,000 円

●申込方法　各市町村の福祉担当課

や生涯学習担当課及び当会ホーム

ページからも入手できます。

　http://www.miyagi-sfk.net/

　通学可能であれば、どちらの学校

に申し込んでも結構です。

●申込み・問合先　宮城県社会福祉

協議会いきがい健康課

　� 225-8477

宮城いきいき学園

平成 23年 4月入学生募集

　道場では、礼儀作法や体力づくり

技術向上のため、幼児から中学生の

子どもたちが日々頑張っています。

　少しでも武道に興味のある方は随

時見学大歓迎です。

　一緒に空手をやってみませんか。

●日時　毎週火曜日・木曜日

　午後 7時 30 分～

●場所　初原コミュニティセンター

●会費　入会金・月謝は無料

●申込み・問合先

　小野　� 090-6456-6528
　もしくは直接道場にお越しください。

▲後列左から　松樹海瑠、鈴木美海、

石垣海　前列　鈴木凛

松島空手道場生徒募集

●日時　12月 18日（土）、19日（日）

　午前 9時 30 分～午後 4時 30 分

●内容　1人あたり原則1時間30分

●場所　県庁

●予約受付期間　12月 6日（月）～

　12月 10 日（金）　事前予約制

　個人の方　宮城県消費生活センター

　� 211-2524
　午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

　事業者の方　東北財務局金融監督

第三課　� 266-5703
　午前 9時～午後 5時 45 分

　※予約受付期間終了後も、定員に

達していない場合は引き続き予約

を受け付けます。

●問合先　宮城県消費生活・文化課

　� 211-2524

宮城県多重債務　無料相談会

●日時　12月 11 日（土）

　午前 10時 30 分～午後 2時

●場所　勤労青少年ホーム

●内容　インドネシア料理

●講師　フェラニサ・プラウィタ・ララス氏

●参加費　700 円（材料費）

●申込締切　12月 4日（土）

●申込み・問合先　松島善意通訳者

の会　事務局　大浦

　� 354-3678

異文化理解・交流料理教室
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●日時　平成 23年 1月 9日（日）　午前 10時～
●場所　中央公民館
●対象　平成 2年 4月 2日～平成 3年 4月 1日生まれの方
●その他　勤労、就学等により町内に住所を有しない方で式典参加を希望の方
は、お早めに中央公民館までご連絡ください。

●申込み・問合先　中央公民館　� 353-3030

松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーー松島町東部地域交流センター
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　いちょうの会と松島町中央公民館との共催で「籐籠＆注連縄作り教室」が東

部地域交流センターで行われます。

●日時　12月 12 日（日）　午前 9時 30分～正午　
●場所　松島町東部地域交流センター
●定員　30人（定員になりしだい締め切ります）
●受講料　300 円
　（材料代として当日会場にて徴収いたします）

●持ち物　軍手　防寒具　上靴（運動靴）
●申込み・問合先　中央公民館　� 353-3030

お詫びと訂正

広報まつしま11月号18ページ

松島中学校新人戦結果のバドミ

ントン女子ダブルス第3位の本

郷志穂さんは、正しくは本郷里

穂さんでした。
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健 康 ら ん ど
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　健康づくりには、まず、何かを始めることが大切です。

　運動不足になりやすい冬場ですが、一緒に、気持ちのよい汗をかい

てみませんか？　普段、体を動かす機会の少ない人でも、無理なく親

しめる運動を紹介しています。

　たくさんのご参加をお待ちしています。

記

●日　時　12月 3日（金）
　　　　　午前 10時～午前 11時 30分

●場　所　松島町温水プール（美遊：二階スタジオ）
●内　容　軽運動（ダンベル体操、他）
　　　　　※室内用運動靴を持参ください。

●参加費　300 円
●申込み・問合先
　　　　　12月 2日（木）まで下記へお申込みください。

　　　　　町民福祉課健康長寿班健康づくり担当

　　　　　�３５５-０７０３

内丸由美子
インストラクター
による指導です。

マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
12 月 6日（月）、12月 20 日（月）
母子健康手帳の交付　9：30～ 11：00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　�３５５-０７０３）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
12 月 7日（火）　ハイハイ赤ちゃんセミナー（H22.4 月～ 5月生）
　　　　　　　　　　　　受付　9：30～ 9：45
　　　　　　　　1歳 6カ月児健診（H21.4 月～ 5月生）
　　　　　　　　　　　　受付　12：30 ～ 12：45
12 月 10 日（金）　3歳 6カ月児健診（H19.5 月～ 6月生）
　　　　　　　　　　　　受付　12：30 ～ 12：45

予防接種（保健福祉センターどんぐり）
【ＢＣＧ】
1月 18日（火）　対象　H22.7 月 23 日～ H22.10 月 18 日生
　　　　　　　　　　　　受付　11時 15 分～ 11時 45 分

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
12 月 6日（月）、21日（火）　どんぐり保健室　　9：30～ 11：30
12 月 16 日（木）　　　　　　どんぐり保健室　13：30 ～ 14：30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽にご
利用ください。

シルバー昼食会
12 月 2日（木）　あったか～い（どんぐり 1班）
12月 8日（水）　あったか～い（公民館）
12月 9日（木）　あったか～い（健康館）
12月 10 日（金）　あったか～い（品井沼）
12月 14 日（火）　あったか～い（ひだまり）
12月 21 日（火）　あったか～い（どんぐり 2班）

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
12 月 3日（金）　健康の日イベント

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（1人 30分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　�３５５-０７０３（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
ぱいんの会　12月 17 日（金）

その他の事業（保健福祉センターどんぐり）
12 月 24 日（金）　いちおし健康塾

塩釜保健所での各種受付（予約制）
HIV 抗体・クラミジア抗体検査　1月 5日（水）、19日（水）
＊ HIV 抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則として
無料です。
骨髄バンク登録受付　1月 5日（水）、19日（水）
　　　　　　　　　　10：00 ～ 11：00
●申込先・問合先
　塩釜保健所　疾病対策班　　�３６３-５５０４
　保健福祉センターどんぐり　�３５５-０７０３（保健師）

≪心の健康づくり≫　⑨〈更年期障害〉　
　40代半ば頃から、「顔のほてり」や「憂うつ」などの症状が現れ、

“もしかしたら更年期かも？”と感じている方もいると思います。「更

年期」とは閉経の前後 5年間の時期をいいます。この時期には、女性

ホルモンの分泌量の減少などが原因となって、心身の変調が現れるこ

とがあります。

 　更年期障害の原因
　女性ホルモンの分泌は年齢によって変化しますが、40歳頃になる

と急激に減少してきます。こうした体内のホルモンバランスが崩れる

ことに加えて、家庭や職場のストレスなども影響します。特にこの時

期は、子どもの巣立ち、夫や自分の転勤や定年、親の介護など、大き

な環境の変化がある時期でもあります。

 　更年期障害の症状
●体の症状
　最も多い症状が、「ほてり」や「発汗」など「ホットフラッシュ」と

呼ばれる症状です。ほかに「疲労感」「肩こり」「頭痛」「腰痛」なども

現れます。

●心の症状
　こころの症状には、「落ち込み」「憂うつ」「イライラ」「不安感」な

どがあります。環境の変化をきっかけに現れる傾向があります。

 　更年期を乗り切るために
　この時期を乗り切るには、食事や運動など生活習慣の改善も必要で

す。女性ホルモンの急激な減少によって、骨粗鬆症、動脈硬化、心臓

病も起こりやすくなります。生活習慣の改善は、そういった病気の予

防にもつながります。食事は、バランスよく摂ることが基本ですが、

イソフラボンを多く含む食品（きなこ、豆腐、納豆、豆乳など）やカ

ルシウムを摂るようにしましょう。また、適度な運動は、血行を良く

したり、肩こりなどの改善にもつながります。運動している人は、し

ていない人に比べて、更年期障害の症状も軽いことが分かっています。

　上手に気分転換をしてストレスを解消することも大切です。自分の

好きな趣味や今までやりたくてもできなかったことをやってみるのも

良いですし、同じ悩みをもつ友人と交流を図ることで、心が癒される

こともあります。また、家族とコミュニケーションをとることも重要

です。家族にも更年期について知ってもらい、一緒に乗り切っていき

ましょう。

●問合先　町民福祉課健康長寿班　保健師　�３５５-０７０３

女性ホルモン（エストロゲン）の少ない状態に体が慣れてくると、�

更年期障害の症状は自然に治まります。上手にこの時期を乗り�

切りましょう！�
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お客様の「美味しい！」と笑顔を大きな励みに
ホテル松島大観荘 佐藤純仁さん

2010 12月号  No. 432

　四季彩食松島推進協議会が開催する「四季彩食料理コ
ンテスト」で、ホテル松島大観荘の佐藤純仁さんが最優
秀賞を受賞しました。佐藤さんの作品は松島三ツ星冬
ランチとして、２月末までホテル松島大観荘で提供さ
れています。
※予約の必要な料理や貸切等で提供できない日もあり
ますので、お問い合わせください。

入門から現在に至る 16年間を松島で修業
　秋田県出身の佐藤さんは、料理人だった父の影響で
同じ道を志し、高校卒業と同時に松島へ。以来 16 年間
にわたり、ずっと同ホテルで修業に励んできました。
専門は洋食ですが、他分野の料理人たちと切磋琢磨し
てきたことも今回の受賞に結びついたのかもしれませ
ん。

松島の食材をいろいろな調理方法で
　夏になる少し前から考え始め、１０月１９日の審査会に
臨みました。「今までやってきたことを凝縮して挑戦し
たつもり。でも初参加でしたし、当日、他の人たちの作
品を見たら、正直自信が無くなりました」と話す佐藤さ
ん。ホテル松島大観荘は、昨年も千葉祥三さんが最優
秀賞を受賞した他、毎年のように上位入賞者を輩出し
ています。そのため、まずは激戦の社内コンテストを
勝ち抜かなければ実際のコンテストに出場できないそ
うです。「でも代表に選ばれると会社を挙げての応援態
勢で、本番のコンテストまで様々なアドバイスが得ら
れ、より完成度の高い料理が作れる」そうです。
　佐藤さんの作品は、牡蠣、アサリ、石蟹、トマトなど、
松島特産の美味しい食材をいろいろな調理法で仕上げ
た全 8品のコースです。デザートも五大堂と福浦橋に
見立てるなど松島を代表する風景を取り入れ、よりイ
ンパクトを強める工夫を施しています。

お客様が笑顔になる料理を作り続けたい
　自分らしい料理を確立して大勢のお客様に提供する
ことが目標だと話す佐藤さんは「お客様に『美味しい！』
と言ってもらい、笑顔になっていただける料理を作り
続けていきたい」と笑顔で話していました。

（Ｈ ２２ 年 １1 月 1 日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,451 人（－11）　   人口 15,422 人（－25）
女 7,971 人（－14）　   5,496 世帯（－   6）
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▲松島湾を一望できる陸前富山駅
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浅井元義スケッチシリーズ

▲佐藤純仁さん

▲最優秀作品「冬の松島”おもてな
しの一皿”味と香りに誘われて」


